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こどもたちの食事についてのお悩み

の月 給食だより

乳幼児栄養調査の結果によると、「2歳～3歳未満 遊び食べをする⋯ 41.8%」、「3歳以上 食べるのに

時間がかかる⋯約34.8％」、「偏食する⋯約30％」など、多くの親が子どもの食事について困りごとを

抱えていることがわかります。

このグラフからみて、

「むら食い」や「遊び食べ」は2歳から5歳

までに減少していくことがわかります。

他方で、「食べるのに時間がかかる」や

「偏食」は年齢が上がっても3割前後の

まま変化はありません。

そのため5歳以上でもあまり変化がない偏食な

どは、「あるあるだよね」「こういう時期だか

ら」と様子見でいるよりも、今からできることを

少しずつでも取り組まれてみてください！

「食べるのに時間がかかる」

「偏食」の原因で実は多いのは

タンパク質不足か、微量ミネラル

の不足です！

特に鉄と亜鉛が不足していると、右のような
サインがでてきたり、唾液の分泌も促さ

れないため、肉や魚を飲み込めず、

ますます食べなくなります。

まずは「エネルギーの確保」が初めの一歩
です！次の３つを試すことで、栄養状態が高ま

ることで、身体のメカニズムが整ってきます。

①消化にやさしい形で食べら

れる「たんぱく質」を意識

②ちょい足し食材を活用

③少量頻回


